わたしらしくいられるために。
学校
高学年①
小


「子どもの権利条約」を基に子どもの権利を理解する学習後に，本授業は実施することが望ましい。（Ｒ７なくそう差別　築こう明るい社会　p.16を参考）



ねらい
[bookmark: _Hlk204781057]セクシュアリティは，身体の性（生物学的な性），心の性（性自認），好きになる性（性的指向），表現する性（性表現）の四つの要素で構成されていることを理解し，自分らしさを大切にしていこうとする態度を育てる。
準備するもの　
筆記用具








	主な学習活動
	留意点等

	１　子どもの権利条約を確認する。

２　めあてを確認する。
性別や見た目にとらわれずに，みんなが自分らしくいられるためにはどうすればよいか考えよう。




	○　子どもも大人と同じように，一人の人間として，自分らしく生きる権利があることを確認する。




	３　性の在り方はセクシュアリティの４要素の組合せにより，無数に存在することを知る。
　　　　　　　　　　　　　　　　（p.13参照）
　○　身体の性（生物学的な性）
　○　心の性（性自認）
　○　好きになる性（性的指向）
　○　表現する性（性表現）

４　動画を視聴して，性別や見た目にとらわれずに，みんなが自分らしくいられるためにはどうすればよいか考える。

５　自分らしくいられるためにどうすればよいか考えたことを友達と交流し，全体で共有する。
	○　性は身体の性だけでは分けられないこと，性の在り方は多様であること，思春期は「自分らしさ」を見付けていく時期であることを押さえる。また，自分の性について発表したり，書いたりすることがないよう留意する。

※　NHK for school「田中さんのなやみ　～みんなが自分らしい服を着られたらいいのに～」等の動画を視聴する。
　

	６　まとめをする。
自分の考えや好きなことを大切にするとともに，友達の考えや好きなことを大切にしようとする気持ちをもつ。




７　学習を振り返って，思ったことや考えたことを書く。
	◎　「性的指向・性自認」に対して個人を特定したり，揶揄（やゆ）したりするような言動につながらないよう，丁寧に指導するとともに，教師も一緒に考える姿勢を大事にする。


授業のポイント
セクシュアリティの４要素を知り，「性の在り方」は多様であることを押さえ，わたしたち一人一人が「多様な性の一員」であることを認識できるようにしましょう。そして，自他の性の在り方を尊重する態度を育てましょう。





ワークシート　わたしらしくいられるために。



　　　　　　　　年　組　　名前（　　　　　　　　　　　　　　）
性別や見た目にとらわれずに，みんなが自分らしくいられるためにはどうしたらよいのでしょうか？
みなさんはどう思いますか？







【友達やグループの考え】
【わたしの考え】










	






【学習をふり返って，思ったことや考えたこと】








人権教育を取り巻く諸情勢について
〜人権教育の指導方法等の在り方について〔第三次とりまとめ〕
策定以降の補足資料〜
令和３年から令和６年まで
それぞれの個性や立場を尊重し，互いの違いを認め合う活動や，互いのよさに着目し，伝え合う活動のような自己肯定感を高める取組を継続していきましょう。



[image: C:\Users\00730912\AppData\Local\Microsoft\Windows\INetCache\Content.MSO\F0D3A239.tmp]
　一人一人，顔や性格が違うように，「性のあり方」もさまざまです。
　「性のあり方」は，一つに決められなかったり，迷ったりするので，無理に当てはめる必要はありませんよ。
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